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① 年金制度説明会の実施状況

年金制度の正しい知識や手続き、制度改正等の情報を地域において周知するため、自治体や各関係機関・団体と協力

して120回3,145名に対して年金制度説明会を実施しました。

また、地域FMを利用した制度説明についても継続的に行っています。

(1)地域連携事業・地域相談事業

1 令和5年度の取り組み結果

2

事務所
企業・団体等

自治体・
公的機関等

社会保険協会・
委員会等

合計

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

東北福島 7回
13回

538名
350名

6回
22回

179名
158名

5回
4回

139名
118名

18回
39回

856名
626名

郡山 6回
7回

481名
346名

6回
13回

69名
154名

10回
11回

259名
273名

22回
31回

809名
773名

平 3回
11回

317名
230名

5回
7回

83名
66名

3回
1回

57名
12名

11回
19回

457名
308名

会津若松 24回
33回

433名
448名

26回
21回

151名
96名

2回
4回

43名
76名

52回
58回

627名
620名

相馬 4回
10回

151名
207名

4回
10回

15名
34名

1回
3回

13名
56名

9回
23回

179名
297名

白河 3回
14回

133名
103名

3回
4回

41名
36名

2回
3回

43名
42名

8回
21回

217名
181名

合計 47回
88回

2,053名
1,684名

50回
77回

538名
544名

23回
26回

554名
577名

120回
191回

3,145名
2,805名

※ 青字は令和4年度実績。



② 職業訓練校等における制度説明会の実施

東北福島管内では、福島職業訓練技能協会からの依頼により、就労しながら知識や技能を習得するために職業訓練を

受けている若年者に対して、年金制度全般に加えて起業する際や従業員を雇用する際に必要な社会保険関係の手続き

などの説明を行いました。

郡山管内では、ハローワーク郡山からの依頼により、毎年、就職を希望する子育て中の求職者を対象にマザーズ

コーナーで制度説明会を実施しています。

会津若松管内では、職業訓練を実施している事業所の受講者を対象に、定期的な制度説明会を実施しています。

将来、個人事業主になる方や求職中の方に対し、年金制度に対する正しい知識と理解を深め、制度加入や保険料

納付に繋げる取り組みを行っています。

3

③ 出張年金相談の実施

遠方にお住まいの方で、年金事務所へお越しいただくことが困難なお客様のために、市町村での出張年金相談を

開催しています。

また、11月のねんきん月間では、福島市のスーパーマーケットにおいて、出張年金相談を実施しました。

事務所名 開催市町 実施場所 相談日 開催回数 相談者数

会津若松 喜多方市 喜多方市役所 隔月第2木曜日 6回 24名

相馬 南相馬市 南相馬市役所 毎月第2,4水曜日 19回 39名
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④ オンラインサービスの推進にかかる取り組み

社会全体のデジタル化への対応、お客様の利便性向上を目的として、事業所・個人それぞれのお客様のニーズと

申請手続き等の特性に応じたオンラインサービスの推進に取り組んでいます。

【事業所に対する取り組み】

◆ 電子申請の利用促進

社会保険関係の主要７届書(※)をインターネットから提出できるサービス(電子申請)の利用促進を、関係機関・

団体等へ協力依頼しました。

○ 福島県内の法人会および税務署へ周知用リーフレットの配布依頼。

○ 福島県商工会議所連合会および福島県商工会連合会(県内88商工会)へ

窓口等でのリーフレット設置依頼。

○ 福島県社会保険協会発行の広報誌に記事掲載を依頼。

【個人に対する取り組み】

◆マイナポータルとねんきんネットの活用

ねんきんネット経由で国民年金保険料の免除・納付猶予申請等を手続きしたり、

ねんきんネットを利用してもらうため、市町村や年金委員を通して

地域住民の方へ周知・広報を行いました。

○ 地域型年金委員への周知用リーフレットの配布依頼。

○ 市町村へ国民年金関係窓口への周知用リーフレットの配布依頼。

○ 地域ＦＭを活用して、ラジオ内で利用を案内。

図：主要７届書の電子申請割合(全国)

※主要７届書：資格取得届、資格喪失届、算定基礎届、月額変更届、賞与支払届、被扶養者異動届、国民年金第３号被保険者関係届

図：ねんきんネットの利用者数(全国)

24％

58％

70％

令和元年度 令和3年度 令和5年度

578万人
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770万人
908万人

1098万人

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度



■ 制度説明会の実施状況

事務所別 企業・団体等 受講者 自治体・公的機関等 受講者 社会保険協会・委員会等 受講者

東北福島

・算定事務講習会(福島市)

・社会保険事務講習会(福島市)

・社会保険事務講習会(二本松市)

・福島県社会保険労務士会福島支部研修会

・管内事業所

・福島医療生活協同組合

・管内事業所

258

171

44

30

7

15

13

・職業訓練法人 福島職業訓練技能協会

・管内市町村国民年金事務担当者研修会(2回)

・生活保護新任査察指導員および新任担当職員研修

会 (福島県保健福祉部)

・福島地域行政相談連絡協議会

(福島行政監視行政相談センター)

・退職準備セミナー(福島市)予定

18

17

80

12

52

・福島県社会保険協会福島支部

理事・評議員会

・福島県社会保険協会定時評議員会

・福島社会保険委員会総会・研修会

・福島県社会保険委員会連合会定期役員会

・福島社会保険委員会

(輝く女性のための研修会)

・福島県地域型年金委員会総会・研修会

・地域型年金委員連絡会(2回)

15

17

50

22

35

17

27

郡山

・算定事務講習会(郡山市)

・社会保険事務講習会(郡山市)

・社会保険事務講習会(須賀川市)

・社会保険事務講習会(田村市)

・管内事業所

・管内自治会

243

163

36

25

4

10

・就職支援セミナー(ハローワーク郡山)

・管内市町村国民年金事務担当者研修会(2回)

・退職準備セミナー(郡山市)

・市町村職員研修(2回)

16

21

20

12

・郡山社会保険委員会理事会

・郡山社会保険委員会研修会

・福島県社会保険協会郡山支部・郡山社会保険

委員会年金セミナー(管内4ヵ所)

・年金委員研修会(管内4ヵ所)

・地域型年金委員連絡会(2回)

14

56

70

119

14

平

・算定事務講習会(いわき市)

・社会保険事務講習会(いわき市)

・管内事業所

157

120

40

・管内市町村国民年金事務担当者研修会(2回)

・いわき市国民年金事務担当者研修会(2回)

・退職準備セミナー(いわき市)

39

4

40

・平社会保険委員会役員会

・平社会保険委員会総会・研修会

・福島県社会保険協会平支部研修会

・地域型年金委員連絡会(2回)

9

36

12

20

※ 青字はオンラインで実施
※ 受講者の単位は人数
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■ 制度説明会の実施状況

事務所別 企業・団体等 受講者 自治体・公的機関等 受講者 社会保険協会・委員会等 受講者

会津若松

・算定事務講習会(会津若松市)

・社会保険事務講習会(会津若松市)

・PCトレーニングセンター(3回)

・会津アピオPCスクール(4回)

・トコムOAスクール(4回)

・わーくすたいる(6回)

・新規適用事業所事務説明会(3回)

・新規適用事業所事務説明会(2回)

140

98

31

44

35

64

17

4

・管内市町村新任事務担当者研修会(2回)

・管内市町村国民年金事務担当者研修会(21回)

・管内市町村国民年金事務担当者研修会(2回)

・退職準備セミナー(会津若松市)

9

84

33

25

・福島県社会保険協会会津若松支部

理事会

・福島県社会保険協会会津若松支部

年金委員研修会

・地域型年金委員連絡会(2回)

13

30

29

相馬

・算定事務講習会(相馬市)

・社会保険事務講習会(相馬市)

・社会保険事務講習会(南相馬市)

・管内事業所

70

28

48

5

・管内市町村国民年金事務担当者研修会(3回)

・退職準備セミナー(南相馬市)

7

8

・相馬社会保険委員会研修会

・地域型年金委員連絡会(2回)

15

10

白河

・算定事務講習会(白河市)

・社会保険事務講習会(白河市)

・社会保険事務講習会(棚倉町)

79

40

14

・管内市町村国民年金事務担当者研修会(2回)

・退職準備セミナー(白河市)

16

25

・白河社会保険委員会事務研修会

・福島県社会保険協会白河支部

事務講習会

・地域型年金委員連絡会(2回)

27

16

25

※ 青字はオンラインで実施
※ 受講者の単位は人数
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各教育関係機関のご協力をいただき、県内の対象校417校(※1)のうち、44校(53回)2,415名の学生・生徒に対して

年金セミナーを実施しました。

(※1)内訳：公立・私立中学校(219校)、公立・私立高等学校(107校)、特別支援学校等(24校)、大学・専門学校(67校)

① 教育関係機関での年金セミナーの実施

(2)年金セミナー事業

7

※ 青字は令和4年度実績
※ 特別支援学校等の実施校数については、教職員・保護者への年金セミナーを含む

事務所名

大学・専門学校 特別支援学校等 高等学校 中学校 合計

実施校数 受講者数 実施校数 受講者数 実施校数 受講者数 実施校数 受講者数 実施校数 受講者数

東北福島
2校(5回)
3校(6回)

253名
226名

1校(1回)
2校(2回)

11名
15名

6校(6回)
7校(8回)

578名
659名

2校(2回)
3校(3回)

32名
183名

11校(14回)
15校(19回)

874名
1,083名

郡山
6校(9回)
6校(8回)

561名
230名

1校(1回)
2校(2回)

9名
21名

2校(3回)
10校(11回)

82名
538名

2校(2回)
5校(5回)

42名
180名

11校(15回)
23校(26回)

694名
969名

平
2校(2回)
3校(3回)

41名
207名

2校(3回)
1校(1回)

63名
7名

1校(1回)
6校(6回)

56名
382名

2校(2回)
4校(4回)

37名
276名

7校(8回)
14校(14回)

197名
872名

会津若松
2校(2回)
2校(2回)

89名
52名

1校(2回)
1校(1回)

35名
22名

4校(4回)
4校(5回)

120名
180名

1校(1回)
3校(3回)

150名
197名

8校(9回)
10校(11回)

394名
451名

相馬
1校(1回)
1校(2回)

31名
38名

ー
1校(1回)

—
20名

1校(1回)
ー

30名
ー

―
1校(1回)

―
63名

2校(2回)
3校(4回)

61名
121名

白河
5校(5回)
4校(4回)

195名
96名

ー
1校(1回)

―
14名

―
1校(1回)

―
178名

—
1校(4回)

―
105名

5校(5回)
7校(10回)

195名
393名

合計
18校(24回)
19校(25回)

1,170名
849名

5校(7回)
8校(8回)

118名
99名

14校(15回)
28校(31回)

866名
1,937名

7校(7回)
17校(20回)

261名
1,004名

44校(53回)
72校(84回)

2,415名
3,889名



■年金セミナーの実施状況(大学・専門学校・特別支援学校)

実施月 大学・専門学校 学年 受講者 事務所名 特別支援学校等 学年 受講者 事務所名

令和5年
5月

・郡山女子大学(DVD)※5~12月で実施

・iwakiヘアメイクアカデミー

・竹田看護専門学校

1~4

1,2

2

264

39

59

郡山

平

会津若松

6月

・福島学院大学

・太田看護専門学校(2回)

・白河厚生総合病院付属高等看護学院

2

2

2

79

78

25

東北福島

郡山

白河

7月
・しらかわ介護福祉専門学校

・福島県農業総合センター農業短期大学校

2

1

8

59

白河

白河

8月

9月 ・福島県立いわき支援学校(教職員) ― 3 平

1０月 ・郡山健康科学専門学校 3 20 郡山

11月

・福島学院大学(2回)

・郡山健康科学専門学校

・医療創生大学

1

1

1,2

84

26

2

東北福島

郡山

平

・福島県立いわき支援学校(父兄)

・福島県立いわき支援学校くぼた校

・福島県立会津支援学校(保護者)

―

3

―

44

16

12

平

平

会津若松

12月

・福島学院大学

・郡山女子大学短期大学部

・今泉服飾専門学校

・温知会看護学院

・白河准看護学院

2

2

1~3

2

2

59

62

19

30

6

東北福島

郡山

郡山

会津若松

白河

・福島県立だて支援学校(生徒・保護者)

・福島県立会津支援学校

3

1~3

11

23

東北福島

会津若松

令和6年
1月

・ケイセンビジネス公務員カレッジ 1 16 郡山

2月

・郡山女子大学短期大学部

・相馬看護専門学校

・公立岩瀬病院附属高等看護学院(郡山管轄)

2

3

1~3

76

31

97

郡山

相馬

白河

・福島県立たむら支援学校 3 9 郡山

3月 ・大原看護専門学校(DVD) 1 31 東北福島

※ 紫字は動画(DVD)で実施
※ 受講者の単位は人数
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■年金セミナーの実施状況(高等学校・中学校)

実施月 高等学校 学年 受講者 事務所名 中学校 学年 受講者 事務所名

令和5年
5月

・福島県立石川高等学校(2回) 2 51 郡山

6月

7月

・福島県立福島工業高等学校

・あおぞら高等学院 郡山キャンパス

・福島県立会津農林高等学校耶麻校舎(DVD)

3

3

37

31

39

東北福島

郡山

会津若松

8月

9月 ・福島県立磐城高等学校 2 56 平 ・郡山市立宮城中学校(DVD) 3 12 郡山

1０月

11月
・福島県立川俣高等学校(DVD)

・福島県立西会津高等学校

3

3

12

14

東北福島

会津若松

・いわき市立上遠野中学校 3 29 平

12月

・福島県立福島北高等学校

・福島県立福島工業高等学校定時制(DVD)

・福島県立福島明成高等学校(DVD)

・福島県立猪苗代高等学校

3

4

3

2,3

109

6

174

32

東北福島

東北福島

東北福島

会津若松

・いわき市立内郷第三中学校 3 8 平

令和6年
1月

・福島県立福島商業高等学校(DVD)

・福島県立南会津高等学校

・福島県立いわき湯本高等学校遠野校舎(平管轄)

3

3

3

240

35

30

東北福島

会津若松

相馬

・川俣町立山木屋中学校 3 2 東北福島

2月

3月

・福島市立野田中学校

・田村市立滝根中学校

・会津若松市立第四中学校

3

3

3

30

30

150

東北福島

郡山

会津若松

※ 紫字は動画(DVD)で実施
※ 受講者の単位は人数

9



1 福島県教育庁(教育総務課・義務教育課・高校教育課・特別支援教育課)および福島県総務部私学・法人課へ

「年金セミナー」開催に向けた協力依頼

・令和5年5月10日(代表年金事務所)

2 福島県校長会(中学校・高等学校・特別支援学校)へ「年金セミナー」開催に向けた協力依頼

・令和5年5月24日～25日(代表年金事務所)

3   福島県校長会理事会(中学校・高等学校)での「年金セミナー」開催に向けた協力依頼

・令和5年6月1日～9日(代表年金事務所)

4 福島県内の学校へ「年金セミナー」および「第4回福島県年金ポスターコンクール」「わたしと年金」エッセイ募集の

依頼文書を発送

・令和5年6月7日(代表年金事務所)

5 「年金セミナー」開催に向けた地域年金推進員の訪問・電話によるアプローチ活動

・令和4年6月上旬～(通年・県内全域)

6 福島県教育庁および福島県総務部私学・法人課へ次年度の「年金セミナー」開催等に向けた協力依頼

・令和5年9月29日(代表年金事務所)

※中学校・高等学校を除いては、代表年金事務所から各学校へ依頼文書を送付

10

② 年金セミナー実施等に向けた具体的な取り組み

例年、教育関係機関に対して年金セミナー実施等に向けたアプローチを行っています。今年度は福島県教育庁および

福島県総務部私学・法人課から、５月と９月に県内の学校へ依頼文書をメールで周知いただきました。

また、地域年金推進員が県内の学校等へ訪問および電話によるアプローチを行いました。



③ 「わたしと年金」エッセイ募集の取り組み

日本年金機構では、毎年11月を「ねんきん月間」として位置づけ、この取り組みの一環として中学生以上の方を

対象に、公的年金との関わりを描いたエッセイ「わたしと年金」を募集しております。

例年、年金セミナーの実施とあわせて募集を行っており、今年度は福島県内で一般の方1名、郡山管内の高等学校から

1校で30名の応募がありました。

11

④ 第4回「福島県年金ポスターコンクール」の取り組み

公的年金をテーマとしたポスターの作成を通じて、年金を身近に感じていただき、制度への参加意識を醸成していく

ことを目的として、福島県内の中学生を対象とした「年金ポスターコンクール」を実施しました。

その結果、10校から51点作品の応募がありました。作品は、各年金事務所およびコラッセふくしま(福島市)の展示

スペースで展示を行いました。

【募集期間】 令和5年6月1日～令和5年9月22日

【入賞】 最優秀賞(1点)、優秀賞(3点)、入選(5点)

厚生労働省東北厚生局長賞〈特別賞〉(1点)

福島県社会保険協会長賞(1点)

【展示場所】 コラッセふくしま 1階アトリウム

【展示期間】 令和6年3月25日(月)～4月1日(月)

9校 10校
13校

10校

35点

43点

31点

51点

0

10

20

30

40

50

60

Ｒ2（第1回） Ｒ3（第2回） Ｒ4（第3回） Ｒ5（第4回）

実施校数 作品数
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⑤ アクティブラーニングを取り入れた年金セミナーの実施

日本年金機構では、平成27年度より従来の講義型の年金セミナーに

加えて、参加者との対話を重視した参加型の年金セミナーを実施して

います。

県内においても、学校の要望に応じて対話を取り入れた参加型での

年金セミナーを積極的に実施しています。

東北福島年金事務所では、地域年金推進員と連携してクイズ形式の

ワークシートを活用し、生徒が自ら考えて参加できるような

取り組みを行っています。

⑥ 特別支援学校における年金セミナーの実施

県内の特別支援学校23校のうち、5校で年金セミナーを実施しました。

対象となる生徒は、卒業間近な3年生が大半を占めておりました。卒業後の

障害年金請求手続きは保護者や教職員の関心が高く、障害年金に特化した年金

制度の説明や具体的な請求手続きなど、資料を活用しながら注意点と

あわせて説明を行っています。

学校の要望により、生徒の障害の状態などにあわせて柔軟に対応することで、

実施校の拡大を図っています。

地域年金推進員による参加型の年金セミナーの様子

図：特別支援学校の実施校数の推移

5校

2校
4校

8校

5校

R1 R2 R3 R4 R5

※写真の掲載については、ご本人の了承をいただい
ています。



(3)年金委員活動支援事業
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① 年金委員委嘱者数

年金委員とは、政府が管掌する厚生年金保険および国民年金に関する適用・給付・保険料などの制度を、会社や

地域で啓発、相談、助言を行う民間協力員です。

年金委員は活動内容により、職域型と地域型の2つに区分され、職域型は主に事業所内での活動、地域型は自治会

などの地域で活動していただいております。

令和5年度の県内の職域型年金委員数は2,606名、地域型年金委員数は180名となり、前年度より職域型で1名

減少、地域型で10名増加となりました。

2,271 2,227

2,462
2,607 2,606

1,800

2,100

2,400

2,700

R1 R2 R3 R4 R5

職域型年金委員の委嘱数の推移

87 94

146
170 180

0

50

100

150

200

R1 R2 R3 R4 R5

地域型年金委員の委嘱数の推移

事務所名

令和4年度末(Ａ) 令和5年度末(Ｂ) 増減 (Ｂ)-(Ａ)

職域型 地域型 合計 職域型 地域型 合計 職域型 地域型 合計

東北福島 671 52 723 676 52 728 5 0 5

郡山 568 22 590 580 24 604 12 2 14

平 446 29 475 438 30 468 △8 1 △7

会津若松 440 26 466 429 29 458 △11 3 △8

相馬 220 11 231 223 13 236 3 2 5

白河 262 30 292 260 32 292 △2 2 0

県内計 2,607 170 2,777 2,606 180 2,786 △1 10 9



1 地域型・職域型年金委員へ今年度の具体的な活動内容の

リーフレット送付

・令和5年5～6月(各年金事務所)

2 地域型年金委員向け広報紙「支えあい」の送付

・令和5年5月・8月・11月・令和６年2月発行(各年金事務所)

3 職域型年金委員向け広報紙「スマイル」の送付

・令和5年8月・2月発行(各年金事務所)

4 「ねんきん月間」のポスター・リーフレット送付

・令和5年10～11月(各年金事務所)

5 令和5年度 年金委員、健康保険委員、事業主表彰伝達式の実施

・令和5年11月16日(代表年金事務所)

6 令和5年度「全国年金委員研修(対面・オンライン)」の実施

・令和5年11月6日(日本年金機構本部)

7 「アニュアルレポート2022」の送付

・令和5年12月(代表年金事務所)

② 年金委員活動の具体的な取り組み

14

地域型・職域型年金委員に対して、年金委員活動に必要なリーフレットや広報紙を作成・送付しました。また、

連絡会・研修会を随時開催し、情報をタイムリーに発信するとともに研修の充実を図るなど、年金委員活動の

支援強化に努めました。
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③ 大規模事業所に対する年金委員委嘱拡大の取り組み

短時間労働者の適用拡大に伴い、令和6年10月から制度改正の対象となる被保険者51人以上の事業所を対象に、

職域型年金委員の委嘱拡大の取り組みを行いました。

電話勧奨など積極的な勧奨を行った結果、福島県内で78名の委嘱に繋がりました。

④ 年金委員研修会の実施

郡山年金事務所では、郡山社会保険委員会との共催で地域型・職域型年金委員を対象とした研修会を管内

4ヵ所で実施しました。

事業所向け、年金受給者向けのテーマで説明し、年金制度への理解促進と普及に努めました。

開催日 開催市町 研修テーマ 受講者数

令和6年1月23日(火) 船引町
研修①「短時間労働者の適用拡大について」

研修②「高齢者雇用と年金について」

研修③「遺族年金について」

13名

令和6年1月25日(木) 郡山市 86名

令和6年2月6日(火) 須賀川市 13名

令和6年2月8日(木) 石川町 7名
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⑤ 地域型年金委員連絡会(意見交換会)の実施

地域型年金委員と年金事務所間の情報共有、活動依頼、支援事項の伝達および地域型年金委員相互間の情報共有を

図ることを目的として地域型年金委員連絡会(意見交換会)を定期的に実施しています。

福島県内各年金事務所において、12回125名に対して意見交換や研修を行いました。

事務所名 実施回数 参加者数 年金委員からの主な活動やご意見

東北福島 2回 27名 ・行政相談・人権相談の強化月間があり、そういった場で

年金制度の周知をしていきたい。

・資料やパンフレットなどをいただいて、年金委員活動を

自分なりに理解できた。スマホの操作を高齢の方に案内

すると難しそうだとお答えいただくので、紙ベースの

ものを付けるなど、地域の皆さんに簡単にお知らせ

できればと考えている。

・送られた資料や研修を受けて自分で勉強しないとだめ

だと感じた。そして自信をもって集会等でお話する。

そうして一歩踏み出せば年金委員の目的が達成できると

思う。

・勤務していた時のようにコンスタントにやるのは難しい。

相談があったときに間違いなく道案内のような橋渡しが

できればいいのかなと思っている。

郡山 2回 14名

平 2回 20名

会津若松 2回 29名

相馬 2回 10名

白河 2回 25名



(4)地域年金事業運営調整会議

17

地域住民の公的年金制度に対する理解をより深め、制度の加入や保険料納付の向上に繋がる地域支援ネットワークの

構築、地域に根ざした年金事業の積極的な推進を図ることを目的として、地域年金事業運営調整会議を開催しました。

令和６年1月の会議では、運営調整会議設置要綱の新設、会議運営要領の変更および設置規程等の廃止について

事務局から提案し、新運営要領に基づき年1回の開催とすることなどを、委員の皆さまから了承をいただきました。

【開催日】 令和6年2月22日(木)14：00～16：00

【開催場所】 コラッセふくしま(福島市)

【出席者】 委員(※) 12名

日本年金機構 14名
※代理出席を含む

【議事内容】 令和5年度 地域年金展開事業 取り組み経過

令和6年度 地域年金展開事業 事業計画(案)



日本年金機構では、11月を「ねんきん月間」、また11月30日(いいみらい)を「年金の日」と位置づけており、

公的年金制度の周知・啓発活動を行っております。

事務所名 11月の取り組み内容

福島県内年金事務所 令和5年度 年金委員・健康保険委員・事業主表彰伝達式の実施

福島県内年金事務所 令和5年度 「社会保険事務講習会」の実施(※)

福島県内年金事務所 管内の学校で年金セミナーの実施

東北福島・会津若松 地域FMを活用した年金制度説明の実施

郡山 管内の自治会で年金制度説明会の実施

東北福島・会津若松 管内の事業所で年金制度説明会の実施

東北福島・会津若松・相馬 出張年金相談の実施

会津若松・相馬 管内市町村事務担当者向け研修会の実施

東北福島・会津若松・白河 地域型年金委員連絡会の実施

(※)月をまたいだ取り組みも実施しています。

2 「ねんきん月間」 「年金の日」の取り組み

18



年金セミナーの開催および「わたしと年金」エッセイ募集等を県政記者クラブへプレスリリースした結果、

各紙面で掲載していただきました。

掲載年月日 メディア名 事業内容

令和5年11月10日 福島民報新聞 「ねんきん月間」の取り組み

令和5年11月14日 福島民報新聞

令和5年度 年金委員・健康保険委員・事業主表彰伝達式(受賞者発表)

令和5年11月15日 福島民友新聞

令和5年11月30日 福島民報新聞

年金の日特集 「11月3０日は年金の日」です

令和5年11月30日 福島民友新聞

令和5年12月12日 福島民友新聞 第4回 「福島県年金ポスターコンクール」審査結果発表

令和5年12月27日 福島民友新聞 第4回 「福島県年金ポスターコンクール」授賞式

※掲載いただいた一部の内容について紹介しております。

3 マスコミでの取り上げ状況

19
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地域連携事業
および

地域相談事業

■制度説明会・出張相談会の開催

11月のねんきん月間では、新しく管内の
スーパーマーケットに協力いただき、出張年金
相談を開催したり、関係団体にご協力いただき
「ねんきんネット」等のチラシを配布、設置、
掲載するなどして、職域・地域の多くの
皆さまへ制度周知を図りました。

年金セミナー事業

■年金セミナーの充実

年金委員活動支援事業

■年金委員の活動支援

4 県内各年金事務所の主な取り組み結果

東北福島年金事務所

令和５年４月から新たな地域年金推進員２名を
委嘱し、県内および東北福島管内の学校へ年金
セミナー実施に向けた取り組みを行っています。
特に年金セミナーがより充実したものとなるよう
オブザーバーとしてアドバイスをいただき、
クイズを取り入れるなど学生・生徒の皆さまと
コミュニケーションをとりながら行う工夫をして
います。
引き続き、地域年金推進員と連携して、正しく年金
制度を伝える入口として学校の特性にあわせた年金
セミナーを実施していきます。

地域型・職域型ともに委員数を増やすため、
訪問や電話などで勧奨を行いました。
８月と11月には地域型年金委員連絡会を開催し、
地域型年金委員に対し年金委員活動に関する研修や
意見交換会を行いました。
また、職域型年金委員からの依頼で、従業員に
対して制度説明会を実施したり、定期的に情報提供
するなど、活動支援を行いました。

市町村への制度説明会は、開催時期が８月と
遅くなってしまい、異動された新任担当者
向けにもう少し早い開催ができるよう取り組む
必要があると考えます。

こうした取り組みのなかで、年金事務所をより
身近に感じていただき、いつでも相談できる
窓口となれるよう、年金事務所の体制づくりに
取り組みながら、積極的な周知・広報に努めて
まいります。
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年金セミナー事業

年金委員活動支援事業

郡山年金事務所

地域連携事業
および

地域相談事業

■地域連携事業の取組状況

ハローワーク、郡山男女共同参画センターと
連携しながら、求職支援者、退職者向けの
制度説明会を実施し、今後の働き方や年金
請求手続きの参考となったとの意見を
いただきました。
事業所の担当者、年金受給者等に制度説明会を
実施しました。
特に、事業所の担当者に対しては、社会保険
制度の改正や事務手続きに関する説明会を行い
従業員の方への周知広報も依頼しました。

今後も地域の関係団体と連携し、地域内で
広く年金制度の周知に取り組んでいきます。

■年金セミナーの実施状況

実施回数 13回
年金制度がより身近に感じてもらえるよう、
学生参加型のセミナーを基本に、生徒の年齢や
進路に応じたセミナーを心掛けました。
学生の皆さまからは「年金の役割や重要性を
理解することができた」などのご意見を
いただき、年金セミナー事業の大切さを改めて
共有できました。

■年金委員委嘱拡大の取り組み

職域型年金委員の委嘱拡大に向け、50人以上の
従業員規模の事業所へ定期的な勧奨を行い
ました。
また、定期的な広報誌とパンフレット等の
提供と秋と冬の2回の委員対象の研修会を行い
ながら、社内活動支援を進めてきました。
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年金セミナー事業

■年金セミナーの実施状況

令和５年度は、中学校から大学に対し7校８回
実施しました。学生の皆さまからは、「年金
制度が良くわかった」「勝手な偏見を
持っていた」等の感想をいただいております。
好意的な感想が多く、令和6年度も1回でも
多く、年金セミナーを開催したいと考えて
おります。

年金委員活動支援事業

■年金委員の研修会

年金委員の皆さまへの研修会は、職域型年金
委員および地域型年金委員ごとに各２回開催
いたしました。
今年度も、年金委員の皆さまに対する広報
活動や研修会を通じて、年金制度の周知を
実施していきたいと考えております。

平年金事務所

地域連携事業
および

地域相談事業

■地域連携事業の取組状況

事業所に対し、年金制度説明会および広報
活動を通して、年金制度の周知に取り組み
ました。

退職者セミナーや年金相談を実施し、年金
制度の周知および年金受給者の皆さまの不安
解消に向けて取り組みました。

ハローワークと協力し、退職者の皆さまへの
年金制度説明会を毎週実施しております。
また、年金セミナー実施時にあわせ、20歳
向けの年金相談を実施いたしました。
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年金セミナー事業

■年金セミナーの実施
令和5年度の年金セミナーは8校に対し実施

いたしました。
実施後のアンケートにおいても概ね好評で
したが、実施校が令和4年度に比べ減少して
おり、さらなる内容の充実とあわせ、実施校の
増加が課題です。

年金委員活動支援事業

■委員向け研修会
職域型年金委員に対しての事務研修会および

地域型年金委員との連絡会を年2回実施する
ことで円滑に委員活動が図れるよう取り組み
ました。

会津若松年金事務所

地域連携事業
および

地域相談事業

毎月1回の地域FMでの年金制度広報、
求職者に対しての制度説明会を行うことで
幅広い層への制度周知を行いました。
今年度はさらに、事業所等へ積極的に
講師を派遣し、制度周知・啓発に努めます。

■幅広い層への制度説明会の実施

■出張年金相談の実施

年金事務所より遠方のお客さまに対し、
喜多方市と連携し年6回(偶数月)事務所職員が
市役所へ出張し年金相談を実施しています。
大変好評であり市役所から開催継続の強い
要望もあり、今後も実施してまいります。



24

年金セミナー事業

年金委員活動支援事業

相馬年金事務所

地域連携事業
および

地域相談事業

■年金制度説明会
市町村および関係団体、適用事業所に対し
制度周知を目的として年金制度説明会を
対面で実施しました。

■地域年金相談事業

南相馬市にて、毎月2回出張相談を実施
してます。相談は完全予約制であり、
お客さまをお待たせすることなく、年金の
受給手続きが行えることで好評を得て
おります。
今後も継続して取り組んでまいります。

■年金セミナーの取り組み

高校および専門学校にて年金セミナーを実施
しました。
引き続き年金セミナーおよび管内教育機関での
年金セミナー実施に向け取り組んでまいります。

■年金委員活動支援の取り組み

職域型年金委員と連携して社会保険の事務
手続きの研修を実施しました。
地域型年金委員に対しては、地区連絡会にて
研修を行いました。
従業員50人以上の事業所に対し職域型年金
委員の委嘱拡大に取り組みました。
また、市町村および教育機関に対し地域型
年金委員の委嘱拡大に取り組みました。
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年金セミナー事業

■年金セミナーの実施状況

実施回数 ５回
年金制度は身近であることを感じてもらえる
ように、年齢に応じたセミナーを心掛けて
実施しました。労務士と連携しての年金
セミナーも実施しました。
今後も年金制度を幅広く広報するため、
年金セミナーの拡充を図っていきます。

年金委員活動支援事業

■年金委員委嘱拡大の取り組み

職域型および地域型年金委員研修会を各2回
開催しました。
今年度も定期的な広報誌とパンフレット等の
提供を行いながら、社内活動支援を進めます。
従業員50人以上の事業所に対し、職域型年金
委員の委嘱拡大に取り組みました。

白河年金事務所

地域連携事業
および

地域相談事業

■地域連携事業の取組状況

ハローワークと連携しながら、退職者向けの
制度説明会を週１回実施しました。
今後の各種手続き等の参考になったと意見を
いただきました。
事業所の事務担当者、年金受給者等に制度
説明会を実施してきました。
今後も地域の関係団体と連携しながら、
幅広く年金制度説明会による制度周知活動に
取り組んでいきます。



事業種類 総括・今後の対策

地域連携事業

○年金制度説明会の実施

令和5年度の年金制度説明会は、120回開催し、前年度より71回減少しました。

原因の一つとして、令和5年度は大きな法律改正が少なく、関係団体からの講師派遣依頼が減少

したことや、新規適用事業所向け説明会実施の頻度を少なくしたことがあげられますが、企業・

団体での事業所向け制度説明会も減少していることから、制度説明会申し込み用リーフレットを

活用し、職域型年金委員や関係機関への周知広報に努めます。

自治体・公的機関等においては、国民年金担当者研修会の開催が29回減少しましたが、1回の

研修の中身を充実させ対応しました。市町村からの要望も聞きながら、事務手続きの円滑化や

年金事務所との連携強化に向けて、オンラインや対面で研修会の充実を図ります。

○ねんきんネットの利用促進

関係機関や年金委員へ協力依頼し、事業所や地域住民の方に対して、リーフレットの配布を行い

周知広報に努めました。東北福島年金事務所では、管内の大規模事業所の従業員に対して、

ねんきんネットに繋がるアクセスキーの交付を行い、利用促進を図りました。また、県内の各年

金事務所で、国民年金第3号被保険者に対して勧奨リーフレットを送付し、ねんきんネットの

利便性について周知広報をしました。今後も、マイナポータルとの連携で届書の申請や電子

データの受け取りなど、さまざまな機能が活用できることを周知し、ねんきんネットの登録と

ねんきんネットを活用したオンラインサービスの利用拡大に取り組みます。
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5 各事業における総括



事業種類 総括・今後の対策

年金セミナー事業

○年金セミナーの実施

令和5年度の年金セミナーは、44校(53回)で実施し、前年度より28校(31回)減少しました。

特に中学校、高等学校で減少しており、地域年金推進員が直接、学校長へアプローチを行った

際には、教育課程がタイトになっているなかで、カリキュラムに組み込むのが難しいことや

年金の学習で50分使うことが厳しい現状があるとの話しをいただいています。

現在、中学校や高等学校ではアクティブラーニングが求められてきており、学校の特性や、

学年、生徒の進路状況等に応じてより柔軟に対応する必要があります。先生の授業の中で一部

セミナーの時間を設けていただくなど、セミナーの在り方も工夫していきたいと考えています。

また、年金事務所でも、参加型の年金セミナーに努めていますが、より生徒に主体的に考えて

もらえるセミナーができるよう講師育成に努めます。

中学校に対しては、年金学習の必要性を教職員等へ広く普及・啓発することも重要であるため、

校長会へ積極的にアプローチを行い、教育機関研修会等で制度説明を実施できるよう関係機関へ

働きかけを行います。

高等学校に対しては、普通高校での実施が中心になっているため、生徒の進路にあわせて内容を

充実させるとともに現在、継続して取り組んでいるコラボ授業(ワークルールセミナー(社会保険

労務士会)、租税教室(福島税務署))の協力団体の拡充や、共同でアプローチを行うなど、実施

校数の拡大に向けて取り組みます。

大学進学間近の生徒や専門学校・大学の学生に対しても、年金制度を知らないことで将来、

不利益とならないよう周知広報ができるようアプローチを行います。

また、授業の教材として活用していただけるよう、動画視聴の案内も強化していきたいと

考えています。
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事業種類 総括・今後の対策

地域相談事業

○出張年金相談

会津若松管内で2ヵ月に1回、相馬管内で月2回の出張年金相談を実施しました。

年金事務所へお越しいただくことが困難な方からの需要があるため、今後も継続して関係

機関の協力をいただきながら実施してまいります。

また、ねんきん月間にあわせてスーパーマーケットで出張年金相談を実施しました。個別

相談を受けたほか、ねんきんネットのチラシを配布し、周知・広報をしました。

今年度は、大学構内における納付相談会の実施が実現できなかったため、今後は、気軽に相談

できる場所として、より多くの商業施設や大学構内での相談会開催を計画していきます。

年金委員活動
支援事業

○年金委員委嘱拡大

令和５年度は、職域型年金委員が2,606名、地域型年金委員が180名となり、前年度より職域型

年金委員で1名減、地域型年金委員で10名増となりました。

職域型年金委員は、お届けがないまま事業所の統廃合や委員が退職していたところもあり、

名簿の整理を実施した結果減少となりました。一方で、被保険者50人以上の事業所へ文書および

電話勧奨、訪問勧奨をした結果、78名の新規委嘱に繋がりました。地域型年金委員は、行政に

携わる方を中心にアプローチを行いました。引き続き、年金委員の趣旨を説明しながら、委嘱

拡大の取り組みを行ってまいります。

○年金委員活動支援

職域型年金委員へ年5回、地域型年金委員へ年7回、チラシ等の送付をすることで情報提供を行い、

職場内や地域内での周知にご協力をいただきました。

社会保険委員会のご協力で、研修会への講師派遣を行い、地域型年金委員へは各事務所で年2回

意見交換会および研修会を実施しました。地域型年金委員の活動は、知名度も低く地域内での

活動がしにくいというご意見もあります。引き続き行政関係者の新規委嘱を進め、関係を密に

しながら活動支援を行う必要があります。
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※ご意見いただいた一部の内容について紹介しております。

事業種類 ご意見 回答

地域連携事業

各支部研修で講師依頼をする場合もあるかと

思うので、ご協力をお願いしたい。

(福島県社会保険労務士会)

知識向上や窓口の充実につながるよう、有意義な

研修にしますので、ぜひ講師派遣をさせていただき

たいと思います。

年金セミナー

事業

セミナーを開くというのもよいが、授業の中で

取り込められるようなレジュメ、プリント等の

提供だったり、講義形式からの脱却などを

考えていただくなども必要と思う。

また、エッセイについて、県内の奨励のような

ものもあれば応募につながるのではないか。

(福島県中学校長会)

学校の特性にあわせて、生徒皆さまにも考えて発言

していただきながら、参加型のセミナーが実施

できるよう工夫していきます。

また、授業の中で使っていただけるよう動画等の

提供も周知していきます。

年金セミナー

事業

大学等での周知の際に、厚生労働省年金局で

実施している年金対話集会や学生納付特例事務

法人指定のご協力の周知をお願いしたい。

(厚生労働省 東北厚生局)

年金セミナーで、グループワークなども取り入れて

実施するなど、年金対話集会の取り組みを是非

参考にさせていただきたいところです。

学生納付特例事務法人での届け出は、非常に効果的、

有効的な制度と考えておりますので、大学への

アプローチの際は、あわせて周知させていただき

ます。

6 第2２回会議の主なご意見と回答
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※ご意見いただいた一部の内容について紹介しております。

事業種類 ご意見 回答

年金委員活動

支援事業

健康保険委員の委嘱拡大のため、勧奨計画のも

と取り組みを進め、委員の方へ健康保険委員だ

よりを送付するほか、アンケートの集約をして

次年度事業に反映している。新規委嘱者で同意

が得られた場合は、引き続き年金事務所および

社会保険委員会へ情報提供させていただきたい。

(全国健康保険協会福島支部)

協会けんぽさまの取り組みを参考とさせていただき

ながら、年金委員の委嘱拡大を継続していきます。

また、情報提供いただきありがとうございます。

当方でも、新規委嘱の際は同意書の取り漏れがない

ようにし、情報提供させていただきたいと思います

のでよろしくお願いいたします。

年金委員活動

支援事業

事業計画案を見ると、社会保険委員会との

組織的な関係についての明記が見当たらないが、

委員会と日本年金機構とのかかわり方について

お聞きしたい。職域型年金委員の組織づくりに

ついての考えをお伺いしたい。

(福島県社会保険委員会連合会)

社会保険委員会さまには非常に古くからの、非常に

心強い理解者であり協力者でいただいています。

設立後、まだ歴史の浅い地域型年金委員会の体制

確立と協力連携強化のために、地域型年金委員会へ

偏った資料の作り方になってしまい、ご心配をおか

けしておりますが、今後も、年金の安定的な運営の

ための制度周知や研修会開催において、職域型年金

委員の組織である社会保険委員会さまの協力は不可

欠ですので、引き続きお力添えをお願いいたします。

また、委員数拡大にも力を入れていきます。
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